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k
e
i
t

と
い
ふ
。

然
る
が
故
に
、
直
接
に
放
用
を
持
ち
得
る
財
は
享
業
財
の
み
で
あ
る
、

貨
幣
の
限
界
奴
用
~
J
債
格

第

四

巻

人
は
あ
る
財
を
以
つ
て
そ
の
直
接
欲
望
を
充
足
し
得
る
時
、
而
し
て
、
そ
の
充
足
の
程
度
に
よ
り
て
、
そ
の
財

に
放
用
を
認
め
る
。
か
4
る
場
合
、
そ
の
財
は
放
用
を
持
つ
と
い
は
れ
る
。
従
っ
て
、
財
が
放
用
を
持
っ
た
め

に
は
、
何
人
か
の
直
接
欲
望
の
充
足
に
役
立
ち
得
る
性
質
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
こ
の
性
質
を
放
用
性

Nutzlich,

此
の
意
味
に
於
い
て

享
槃
財
は
直
接
財
と
い
は
れ
る
。
而
し
て
、
直
接
財
な
ら
ざ
る
財
は
間
接
財
と
い
は
れ
る
。

間
接
財
は
直
接
の
欲
望
の
充
足
手
段
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
直
接
に
は
放
用
を
持
ち
得
ぬ
。
然
れ
ど
も

そ
れ
は
何
等
の
放
用
を
持
た
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。
奴
用
を
持
つ
と
こ
ろ
の
直
接
欲
望
の
充
足
手
段
即
ち
直
接
財

貨
弊
の
限
界
放
用
と
償
格
一
殻
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1) F. Divisia, Economique rationuelle. 1928. p. 387. 



る。
間
接
財
は
直
接
財
の
調
逹
に
供
せ
ら
れ
る
仕
方
に
よ
り
て
二
に
分
た
れ
る
J

貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

の
調
逹
に
役
立
て
ら
れ
る
が
故
に
、
而
し
て
、

用
は
直
接
放
用
又
は
本
来
の
放
用
で
あ
る
が
、
間
接
財
の
持
つ
放
用
は
間
接
の
妓
用
、
偉
来
の
妓
用
又
は
反
射
さ

れ
た
奴
用
で
あ
る
。

そ
の
故
に
の
み
放
用
を
持
ち
得
る
。
従
つ
て
、
直
接
財
の
持
つ
妓

先
づ
、
生
産
財
は
放
用
を
持
つ
と
こ
ろ
の
直
接
財
の
生
産
に
使
用
さ
れ
る
J

然
る
が
故
に
、
自
己
完
了
経
演
を

仮
定
す
る
限
り
、
現
在
生
廂
財
を
所
有
す
る
こ
と
は
、
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ー
は
生
産
財
、
二
は
交
換
財
で
あ

こ
れ
を
使
用
し
て
一
定
の
生
産
期
間
後
に
於
い
て
完
成
せ

ら
る
べ
き
直
接
財
を
持
つ
こ
と
に
等
し
い
。
従
っ
て
、
此
の
生
産
財
に
は
生
産
完
成
時
に
完
成
せ
ら
る
べ
き
直
接

財
が
そ
の
時
に
持
つ
べ
き
放
用
が
轄
嫁
さ
れ
る
。
此
の
際
、
直
接
財
の
生
産
の
た
め
に
数
多
の
生
産
財
が
結
合
さ
れ

る
な
ら
ば
、
そ
の
結
合
に
よ
り
て
生
産
せ
ら
れ
る
直
接
財
の
放
用
の
幾
何
が
数
多
の
生
産
財
の
夫
々
に
紺
局
さ
れ

ツ
ウ
レ
と
ヌ
ン
ゲ
ス
テ
ナ
リ
イ

る
か
が
問
題
で
あ
る
。
是
れ
が
師
属
理
論
の
問
題
で
あ
る
，
而
し
て
固
有
の
意
味
に
於
け
る
蹄
屈
理
論
は
、

消
費
と
生
産
と
が
同
一
経
演
主
個
の
組
織
内
に
於
い
て
行
は
れ
る
と
こ
ろ
の
自
己
完
了
経
清
に
於
い
て
、
意
味
を

持
つ
。
蓋
し
、
放
用
は
特
定
の
個
人
に
就
い
て
認
め
ら
れ
、
異
人
間
の
牧
用
の
移
轄
は
小
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
此
場
合
に
は
享
業
財
は
個
人
に
取
り
て
直
接
の
放
用
を
持
つ
が
故
に
、
而
し
て
、
生
産

第

四

巻

第

二

競

七



第

四

巻

第

二

賊

七

財
は
反
映
さ
れ
た
る
放
用
を
持
つ
が
故
に
共
限
界
奴
用
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
主
観
的
憤
値
を
持
つ
。
消
費
と

生
産
と
が
異
り
た
る
経
漬
キ
閤
に
よ
り
て
螢
ま
れ
生
産
を
螢
む
も
の
は
原
則
と
し
て
自
ら
生
産
す
る
と
こ
ろ
の
直

接
財
に
闘
し
て
欲
紫
を
持
た
ざ
る
現
今
の
経
惰
網
織
の
下
に
て
は
、
此
生
産
者
は
直
接
財
に
放
用
を
認
め
ぬ
。
従

つ
て
生
産
財
に
も
同
様
で
あ
る
。
然
る
が
故
に
、
生
産
者
に
取
り
て
は
生
産
財
は
放
用
の
故
に
主
観
的
憤
値
を
持
ち

得
ぬ
。
生
南
者
は
直
接
放
用
を
目
営
に
生
産
を
行
ふ
の
で
は
な
い
、
生
産
物
に
封
し
て
、
直
接
欲
望
を
持
つ
と
こ
ろ

の
消
費
者
が
そ
の
直
接
奴
用
の
故
に
一
定
い
憤
格
を
支
彿
ふ
が
故
に
、
是
を
目
嘗
と
し
て
生
産
を
行
ふ
。
完
成
財

が
債
格
を
齋
ら
し
得
る
こ
と
を
牧
盆
力
と
い
ふ
た
ら
ば
、
生
産
財
は
牧
益
力
を
持
つ
と
こ
ろ
の
完
成
財
を
生
産
し

得
る
が
故
に
、
而
し
て
そ
の
故
に
の
み
、
牧
益
力
を
持
つ
。
生
産
財
の
持
つ
此
牧
益
力
は
直
接
財
の
牧
盆
力
の
反

映
で
あ
る
。
此
際
、
直
接
財
の
生
産
の
た
め
に
数
多
の
生
産
財
が
結
合
さ
れ
る
な
ら
ば
、
直
接
財
の
持
つ
牧
盆
カ

の
幾
何
が
夫
々
の
生
産
財
の
上
に
錨
腸
さ
れ
る
か
の
問
題
が
生
す
る
J

故
で
蹄
属
さ
れ
る
も
の
は
妓
用
で
は
な
く

し
て
債
格
で
あ
る
。
而
し
て
、
技
で
問
題
と
な
る
の
は
生
産
財
の
牧
益
生
産
力
で
あ
る
。
従
っ
て
、
蹄
属
の
問
題

は
、
自
己
完
了
紺
織
と
は
異
り
た
る
形
態
を
取
る
3

此
の
問
顆
に
答
ふ
る
一
の
解
は
限
界
生
産
力
説
で
あ
る
。
か

く
し
て
、
此
場
合
、
生
産
財
は
生
産
者
に
取
り
て
そ
の
反
映
さ
れ
た
牧
益
力
の
故
に
主
観
的
債
値
を
持
つ
。

直
接
持
財
は
消
費
の
到
象
と
し
て
消
費
者
の
許
に
於
い
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
、
終
局
的
目
的
を
持
つ
。
生
産
財

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

――101
――
 



何
れ
の
場
合
に
も
主
観
的
債
値
を
持
ち
得
る
如
く
、

一
般
的
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
は
、
そ
れ
が
一
般
的
交
換

換
財
で
あ
り
、

――1
0
四

は
生
産
者
の
許
に
於
い
て
生
産
の
た
め
に
即
ち
中
間
的
に
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
、
終
局
的
目
的
を
持
つ
。
然
る
に

交
換
財
は
之
と
異
る
。
交
換
財
は
交
換
流
通
の
過
程
に
止
り
て
、
他
財
の
交
換
の
媒
介
と
な
り
、
あ
る
ひ
は
財
に

野
す
る
指
閾
櫂
と
な
り
、
あ
る
び
は
財
の
流
動
に
封
す
る
参
興
能
力
と
な
る
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
る
。

あ
る
ひ
は
一
般
財
に
封
す
る
指
閾
櫂
で
あ
り
。
或
は
財
流
動
に
封
す
る
参
典
能
力
で
あ
る
も
の
が

ュ
ア
ン
ス

貨
幣
で
あ
る
3

是
等
の
表
現
は
表
現
自
閥
と
し
て
は
異
り
た
る
臭
味
を
持
つ
。
併
し
な
が
ら
、
指
示
す
る
内
容
に

到
り
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
な
る
差
異
を
持
つ
と
は
考
へ
難
い
。
今
は
そ
の
黙
に
は
深
く
立
入
ら
ぬ
。

交
換
財
と
し
て
の
貨
幣
は
直
接
欲
望
の
充
足
手
段
と
な
る
こ
と
は
た
い
。
而
も
、
そ
こ
に
貨
幣
の
本
質
が
あ

る
。
従
つ
て
、
貨
幣
は
生
庇
財
と
等
し
く
直
接
の
放
用
を
持
ち
得
ぬ
。
然
れ
ど
も
、
直
接
欲
望
の
充
足
手
段
な
ら

ざ
る
生
南
財
が
、
自
己
完
了
親
渭
に
つ
い
て
は
放
用
を
持
つ
財
の
生
産
に
役
立
つ
が
故
に
反
映
さ
れ
た
妓
用
を
持

つ
如
く
、
叉
消
費
と
生
産
と
が
分
離
せ
る
現
代
経
演
に
於
い
て
は
そ
の
牧
盆
力
の
故
に
債
格
を
持
ち
、
心
低
つ
て
、

手
段
と
し
て
社
會
よ
り
信
認
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
、
直
接
奴
用
を
持
つ
財
又
は
そ
の
牧
盆
力
の
故
に
債
格
を
持
つ
財

の
調
達
に
使
用
さ
る
る
が
故
に
、
而
し
て
そ
れ
の
み
の
故
に
、
妙
用
又
は
憤
格
を
持
ち
得
る
。
故
で
貨
幣
の
債
格

と
い
ふ
は
、
貨
幣
と
交
換
さ
れ
る
貨
幣
た
ら
ざ
る
他
財
と
の
交
換
比
で
あ
る
。

拭ヽ
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

第

四

巻

一
般
的
交

第

二

就

七
四

2)債格の概念には凡そ三つある。一。一財と他財との交換比。二、一財

の一箪位と交換される他財の数景。 三畜ー財の一箪位と交換される貨

幣の薮足。これらは何れも他を排斥する擢利をも持たぬ。 唯何れが多

（使用されてゐるかが問題であるにすぎぬ。



て、

第

四

巻

パ）五

第

二

輩

七
五

生
産
財
が
妓
用
を
持
つ
の
は
生
産
財
と
し
て
の
本
質
的
性
質
即
室
業
財
を
生
産
し
得
る
能
力
更
に
換
言
す
れ
ば

生
産
力
あ
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
生
産
財
の
持
つ
妓
用
又
は
情
格
は
生
産
力
の
程
度
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
。

そ
の
交
換
力
の
故
に
、
妓
用
を
持
ち
あ
る
ひ
は
情
格
を
持
つ
と
こ
ろ
の
貨
幣
の
妓
用
は
、
貨
幣
の
交
換
手
段

と
し
て
の
本
質
的
性
質
即
ち
交
換
能
力
或
は
購
買
力
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
る
所
に
よ
り
て
明

か
な
る
如
く
、
生
産
者
に
取
り
て
生
産
財
が
主
観
的
憤
値
を
持
つ
の
は
、
終
局
的
に
は
、
消
費
者
が
直
接
財
に
封

し
て
主
観
的
債
値
を
持
つ
が
故
に
外
な
ら
ぬ
。
貨
幣
に
就
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て

生
産
者
に
取
り
て
の
貨
幣
の
主
観
的
債
値
は
暫
く
考
慮
の
外
に
置
き
、
消
費
者
に
取
り
て
の
主
観
的
憤
値
に
考
察

既
に
述
べ
た
る
如
く
、
消
費
者
に
取
り
て
は
貨
幣
は
直
接
に
は
放
用
を
持
た
ぬ
。
従
っ
ヤ
．
、
主
観
的
債
値
を
持

ち
得
ぬ
。
然
れ
ど
も
、
妓
用
を
持
ち
従
っ
て
主
観
的
債
値
を
持
つ
と
こ
ろ
の
享
槃
財
の
調
逹
に
役
立
ち
得
る
が
故

に
、
而
し
て
、
そ
の
程
度
に
應
じ
て
貨
幣
は
放
用
を
持
ち
そ
の
故
に
、
王
観
的
憤
値
を
持
ち
得
る
。

今
、
消
費
者
1
を
考
へ
る
。
此
個
人
に
就
い
て
、
直
接
財

y
の
放
用
は
此
個
人
の
欲
望
朕
態
に
よ
り
て
、
而
し

一
財
の
消
費
は
他
の
凡
て
の
消
費
財
に
依
存
せ
ざ
る
も
の
と
似
定
す
れ
ば
、
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
敷
請
に
よ

り
て
定
ま
る
。
即
ち
、
個
人
ー
に
於
け
る
直
接
財

y
の
全
部
放
用
は

y
財
の
数
祉

y
の
積
極
函
数
で
あ
り
、
共
限
界

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

の
重
心
を
置
き
た
い
。



に
て
示
す
。

今
、
限
界
妓
用
函
数
の
示
す
と
こ
ろ
の
放
用
表
を
次
の
も
の
と
す
る
。

財
の
使
用
箪
位

奴

用

の

大

さ

絃
で
放
用
の
可
測
性
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
可
測
性
の
否
認
は
選
捧
の
原
理
の
故
に
以
下
の
論
述
の
意
義
を
根
本

的
に
失
は
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
唯
、
論
述
を
簡
箪
な
ら
し
む
る
た
め
に
妓
用
の
可
測
性
を
前
提
す
る
ま
で
で

仮
に

y
財
の
債
格
を
二
と
す
る
。
と
い
ふ
意
味
は
Y
財
一
輩
位
七
交
換
さ
れ
る
貨
幣

x
（
以
下
貨
幣
は
X

に
て

表
は
す
）
の
敷
祉
X

は
二
箪
位
で
あ
る
。
尚
、
個
人
ー
は
Y
財
を
全
く
所
有
せ
す
、

あ
る
。

後
者
を

前
者
を
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貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

妓
用
は
奴
用
選
減
の
法
則
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
て
、

Y
財
の
消
費
量

y
の
消
極
函
敷
で
あ
る
。

第

四

巻

そ
の
所
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す
る
と
こ
ろ
の
貨
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貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格

一
般

第

四

巻

xyは
Y
財
の
購
入
に
使
用
す
る
貨
幣
祉
、

Vy
は
そ
の
特
殊
限
界
放
用
を
示
す
。

妓

v
y
=
 f
y
 
(
K
y
)
 

6

6

5

5

 

註

此
貨
幣
の
特
殊
奴
用
函
数
を
次
式
に
て
示
す
。

用

の

大

さ

4

4

3

 

Y
財
に
闊
す
る
貨
幣
特
殊
凱
位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 

を
持
つ
。

従
つ
て
次
の
妓
用
表
が
生
れ
る
c

日
定
を
貨
幣
の
特
殊
奴
用
表
と
い
ひ
、

0

0

 第

二

聾
(

3

)

 

七
七

幣
額
を
以
て

Y
財
を
買
入
る
る
と
す
れ
ば
、

Y
財
を
一
輩
位
だ
け
買
入
る
た
ら
ば
、
そ
の
箪
位
は
前
表
の
示
す
如

く
ご
一
の
放
用
を
持
つ
。
従
っ
て
此
一
凱
位
を
買
入
る
る
に
使
用
す
る
貨
幣
の
二
阻
位
は
、

と
こ
ろ
の
財
の
放
用
が
反
映
せ
ら
れ
て
、

そ
の
獲
得
す
る
る

―
二
の
放
用
を
持
つ
。
従
つ
て
、

y
財
の
購
入
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
の

第
一
第
二
の
附
輩
位
は
六
宛
の
放
用
を
持
つ
。

y
財
の
第
一
一
箪
位
は
一

0
の
妓
用
を
持
つ
が
故
に
、

Y
財
の
第
二

箪
位
の
睛
入
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
の
次
の
二
輩
位
即
ち
第
三
、
第
四
附
皐
位
は
夫
々
五
宛
の
放
用
を
持
つ
。
か
く

し
C
、
此
用
途
に
於
け
る
貨
幣
第
五
第
六
附
箪
位
は
放
用
四
宛
、
同
じ
く
貨
幣
第
七
第
八
凱
位
は
放
用
デ
宛

．．．．．． 

此
表
の
幾
何
學
的
表
示
を
貨

幣
の
特
殊
限
界
奴
用
曲
線
或
は
簡
箪
に
特
殊
放
用
曲
線
、
此
曲
線
の
代
数
學
的
表
示
を
貨
幣
の
特
殊
限
界
妓
用
函

数
或
は
簡
箪
に
貨
幣
の
特
殊
奴
用
函
数
と
い
は
う
。

3

2

2

1

1

 ――-
0
七

註．貨幣の特殊放用函数は財の眺入藪量yが固定してゐると個定すれば而し
てその個定の下に於てのみ債格 PYに闘するC-1〉次の同次函数である。財

の賭入批y従って貨幣の特殊最 xyが雙化するとすれば、 PYに闘する同次

性が失はれる。



リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
の
特
殊
奴
用
函
敷
は

是
は
前
述
の
こ
と
か
ら
明
か
な
る
如
く
、

Y
の
た
め
に
貨
幣
貨

xyを
使
用
す
る
場
合
の

y
財
の
限
界
奴
用
を
示

y
 
p
 

す
。
然
る
に
、
貨
幣
の

y
財
に
闊
す
る
限
界
奴
用
は
前
述
の
如
く
、
幻
／

で
あ
る
。
従
つ
て
、

Y
財
の
限
界
奴

用
函
敷
と
、
貨
幣
の
Y
財
に
闘
す
る
特
殊
妓
用
函
数
と
の
間
に
は
次
の
闊
係
が
あ
る
。

"
f
y
 (
X
y
)
1
1
ド

L
で
‘y
(
y
)
1
1
'
1
1
で
‘
y
(
lx
x
)

P
y
 

P
y
 

v
y
 

P
Y
 

v
y
=
 
({J‘y 

（翠）。

此
の

y
の
値
を
方
程
式
②
に
代
入
す
れ
ば
，

-

X
y
 

P
y
 

y
 

だ
け
購
入
す
る
貨
幣
鵞
Xy
は

P
y
X
y

y
 
p
 

謹

xyを
以
つ
て
は
、

y
財
刃
を
購
入
す
る
こ
と
が
出
米
る
。
従
っ
て
．

y
財
の
購
入
に
使
用
す
る
貨
幣
議
Xy

x
 

と
Y
財
の
購
入
址

y
と
の
間
に
は
次
の
闘
係
式
が
成
立
す
る
。

貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

で
あ
る
J

(

5

)

 

(

4

)

 

同
じ
こ
と
で
は
あ
る
が

y
財
を
購
入
す
る
に
決
定
せ
る
貨
幣

三

0
八

Y
財
の
債
格
は
2

（
恨
定
に
よ
り
て
既
知
敷
）
で
あ
る
が
、
之
を
示
す
に

Py
を
以
つ
て
す
れ
ば
、

第

四

巻

y
財
の
鵞

y

，第

ニ・
、競・

七
八

3) R. Frisch, New methods of measuring marginal untility 1932. 1 I. p. 
4) N. Ried, Die Curve des Geldnutzens und die Theorie des Sparens 
, Zeitschrift filr Nationalokomie, Ed. JI. Heft 3. S. 308 
5)比較を便ならしむるために符披を替る。



y
財
の
限
界
放
用
函
数

G
ク
程
式
②
）
と

y
財
に
闘
す
る
貨
幣
の
特
殊
放
用
函
数
（
方
程
式
③
）
と
の
幾
何
學
的

u
v
 

表
示
は
夫
々
第
一
園
に
於
け
る
曲
線
j
>
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
間
に
は
方
程
式
向
に
よ
り
て
次
の
闊
係
が
あ

u
 

る
。
曲
線
J

の
始
褻
貼

(
A
u
s
g
a
n
g
s
p
u
n
k
t
)

即
ち

y
財
の
董

y
の
最
初
の
dy
に
相
應
す
る
奴
用
（
縦
軸
）
の
大y
 

さ
の
債
格
分
の
一
即
ち

U
T
倍
が
、
＞
曲
線
の
始
褻
貼
即
ち

y
財
の
購
入
に
使
用
す
る
貨
幣
祉
Xy
の
最
初
の
dX

＞
 

u
 

に
相
應
す
る
奴
用
の
大
さ
で
あ
る
、
而
し
て
、
曲
線
の
終
止
黙

(
E
n
t
s
p
a
n
n
u
n
g
s
p
u
n
k
t
)

即
ち

y
財
の
限
界

u
 

妓
用
が
零
と
な
る
と
こ
ろ
の
数
址
（
横
軸
）
の
債
格
倍
が
、
曲
線
汀
の
終
止
黙
即
ち
貨
幣
の
特
殊
限
界
放
用
の
零

思
ふ
。

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

v
y
1
1
f
y
 (
X

)

 

財
の
限
界
奴
用
函
数
は

、l

、’ノ

に
て
示
さ
れ
る
。
方
程
式
2
及
5
に
於
け
る
X
は
夫
々

Y
財
の
数
最

‘
y
財
の
賂
入
に
使
用
す
る
貨
幣
撮
を
示
す
。

然
れ
ど
も
惟
ふ
に
、
是
等
は
物
理
的
に
も
経
洲
的
に
も
別
個
の
も
の
で
あ
る
、
別
個
の
も
の
を
示
す
に
は
別
の

符
琥
を
用
ふ
る
を
よ
し
と
す
る
。
符
琥
は
と
も
あ
れ
、

1
 

X

)

 

U
y
1
1
T
s
‘
y
 

(Py 

第

四

巻

―

―

1
0
九
，
 
第

二

駿

そ
の
内
容
に
於
い
て
は
、
私
の
示
す
も
の
と
等
し
い
と

G、
)

(
5、
)

七
九.‘ 
9

9

 



＞＇ 'ク．1

X
z
 

NII 
P
N
 

u 

゜

と
な
る
蓋
（
横
軸
）
で
あ
る
。

貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

x[ 
る。

(
4、
)

ろ
の
貨
幣
謹
を
夫
々

X
z
:．．．．． 

と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
消
賽
財
を
全
く
所

6) Ricci. a. a. 0. S. 308. 

次
に
、
他
の
凡
て
の
消
費
財

z

而
し
て
、
夫
等

z

―

-=10 

:
P
z
•
•
…
•
に
て
示
す
。
叉
Z
•
•

…
•
財
の
購
入
に
振
向
け
ら
る
る
と
こ

有
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
｀
消
費
祉
Z

．．．．．． 
と
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
貨
幣
批

xz̀
．．．．． 

と
の
間
に
は
｀
前
述
の
如
く
、
次
の
闘
係
が
あ

財
の
債
格
を
定
ま
り
た
る
も
の
と
し
、
之
を
夫

U
N
I
I
で
‘
N
(
z
)

-

(

2、
)

示
す
。

用
函
数
は
、

Z
財
の
数
祉

z

:
．．．． 

の
み
の
函
数
と
し
、
之
を
次
式
に
て

第

四

巻

等
の
個
人
1
に
於
け
る
限
界
奴

第

二

輩

八
〇



方
程
式
⑤
及
ぼ
は
夫
々
貨
幣
の
夫
々
の
財
に
隅
す
る
特
殊
妓
用
函
数
で
あ
る
、
こ
れ
ら
―
一
の
函
数
の
幾
何
學
的

表
現
と
諸
財
の
限
界
放
用
函
敷
（
方
程
式
ぽ
）
の
幾
何
學
的
表
現
と
の
闘
係
は
、

個
人
1
に
よ
り
て
所
有
せ
ら
る
る
貨
幣
の
一
定
額
を
構
成
す
る
凡
て
の
貨
幣
単
位
は
同
質
で
あ
る
。
然
る
が
故

に
、
何
れ
の
財
の
購
入
に
も
自
由
に
使
用
さ
れ
得
る
。
而
し
て
、
個
人
1
の
所
有
す
る
一
定
額
の
う
ち
、
一
定
韮

宛
が
消
費
財

y
z
:
．．．． 

の
賭
入
に
決
定
的
に
振
常
て
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
特
定
の
個
片
が
夫
々
の
用
途
に

限
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
何
れ
の
貨
幣
箪
位
も
、
如
何
な
る
用
筵
に
も
振
常
て
ら
る
べ
く
待
期
の
姿
に
あ

る
U

而
し
て
一
度
謡
財
の
購
入
が
開
始
さ
れ
る
や
、
最
初
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
の
一
箪
位
は
、
そ
れ
に
よ
り
て
最

大
の
放
用
を
齋
ら
し
得
る
用
途
に
振
嘗
て
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
此
の
最
大
の
放
用
は
必
す
し
も
直
接
財
そ

の
も
の
の
最
大
の
放
用
で
は
な
く
て
、
財
の
直
接
依
存
妓
用
を
賞
該
財
の
債
格
に
て
除
し
た
る
商
の
最
大
な
る
も

の
で
あ
る
。
次
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
単
位
は
そ
れ
に
よ
り
て
そ
の
次
に
最
大
の
妓
用
を
有
す
る
用
途
に
振
向
け
ら

出
来
る
。

貨
術
の
限
界
炊
用
と
償
格
一
般

<
N
I
I
 

fz 
(
X
z
)
 
11

年℃
‘
N

（
咋
）

而
し
て
、
前
述
の
如
く
し
て
、

Z
…
・
'

第

四

巻

財
に
関
す
る
貨
幣
の
特
殊
奴
用
函
数
は
夫
々
次
式
に
て
示
さ
れ
る
0

： 
第

二

琥

Ì 

第
一
園
に
準
じ
て
考
へ
る
専
が

三 ~ •. 9 

3 

7) E. von Bohm-Bawerk, Kapital und Kapitalzins Bd. [. 1921. 



三

れ
る
。
此
用
途
は
必
す
し
も
前
の
用
途
と
は
等
し
く
は
な
い
。
か
く
て
、
貨
幣
輩
位
は
、
茂
さ
れ
た
る
用
途
に
あ

り
て
貨
幣
の
特
殊
奴
用
の
最
大
な
る
も
の
へ
と
順
次
に
使
用
さ
れ
て
行
く
，
従
つ
て
、
貨
幣
の
個
々
の
特
殊
奴
用

曲
線
（
方
程
式
向
及
町
が
別
個
に
貨
幣
の
放
用
曲
線
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
で
は
た
く
し
ヤ
．
、
前
述
の
如
く
残

さ
れ
た
る
凡
て
の
用
途
に
於
い
て
最
大
の
放
用
を
あ
げ
る
や
う
に
順
次
に
使
用
さ
れ
て
行
く
と
こ
ろ
の
貨
幣
の
各

箪
位
が
持
つ
放
用
の
大
さ
が
抽
く
軌
跡
が
、
貨
幣
の
一
般
的
又
は
綜
合
的
奴
用
曲
線
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
貨

幣
が
多
用
途
財
で
あ
る
賞
然
の
結
果
で
あ
る
。
幾
何
學
的
に
説
明
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
閾
に
於
け
る
A
、

第
二
繭
に
於
い
て
、

B
、
C
、
D
圏
は
、
夫
々

A
、
B
、
C
、
D
財
に
闘
す
る
貨
幣
の
特
殊
奴
用
曲
線
（
方

程
式
向
及
町
で
あ
る
。
簡
箪
に
す
る
た
め
に
、

A
.
B
、
C
、
D
の
四
稲
の
財
の
み
あ
る
と
す
る
。

A
、
B
、

b

d

a

 

u
u
 

,a 

C
、
D
財
に
脳
す
る
貨
幣
の
特
殊
奴
川
曲
線

u
u

に
就
い
て
見
る
。

5
奴
用
を
持
つ
も
の
は

aL
だ
け

u
 

a

b

e

d

 

u
u
u
u
 

で
あ
る
。
そ
れ
に
相
應
す
る
横
軸
の
値
は

r
で
あ
る
し
こ
の
値
を
第
三
閾
に
移
し
、

5
に
相
應
す
る
ふ
と
す
る
。

C
で
あ
る
。
そ
れ
に
相
應
す
る
横
軸
の
値
は
夫
々

oyJ
の
放
用
を
持
つ
も
の
は
、

A
、
B
、

？
5

：
で
あ
る
。
そ
の
合
計
を
第
三
閾
に
於
い
て
、
縦
軸

5
に
相
應
す
る
横
軸
5
に
取
る
。
第
二
固
に
於
い

y
 

g

y
沈

て、

Yi
奴
用
を
持
つ
も
の
は
、

A
、
B
、
C
、
D
で
あ
る
。
そ
れ
に
相
應
す
る
横
軸
は
夫

k
y
a
油

YcC
痴

で

あ

゜ 貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

第

四

巻

第

二

琥

八



貨
幣
の
限
界
妓
用
と
債
格
一
般

第

四

巻

(
`
）
l

…
…

|
1ら
、
y
(
2
)
I
I
し

L
℃

‘
N
(
X
I
N
)
：・…
1
1
(
6
)

P
y
 

• 

P
y
 

P

N

P

N

 ： 
第

二

琥

八し

[［:xJ喜こミ贔
r v 
”V“' 

§49・ん

9J J 

，． ぇ

9 1 ＇ 

゜
ぽ
）
の
勢
敷
の
値

y
z
·

…
•
•
は
交
換
後
に
所
有
す
ぺ
き
各
財
の
数
植
で
あ
る
。
そ

此
式
を
満
足
さ
す
べ
き
函
敷
で
、
y

(
y
)
1
 
<p
‘z 
(

N

)

 

（
方
程
式
②
及

一
様
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
次
式
が
成
立
す
る
。

c
 

x
y
X
z
•

…
•
•
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
て
、
極
大
満
足
の
法
則
に
必
然
的
に
支
配
せ

^
？
且
る
。
こ
れ
が
た
め
に
、
各
用
途
に
支
出
さ
れ
る
貨
幣
額
の
限
界
箪
位
の
奴
用

即
ち
加
東
せ
ら
れ
た
る
限
界
奴
用

(
o
p
h
e
l
i
m
i
t
e
e
、l
宦
e
n
taire 
p
o
n
d
e
r
:
 
e
)

が

必三王
’
 
>-

購
入
す
る
の
で
あ
る
が
、
各
種
の
財
へ
の
貨
幣
支
出
額

2
 

る
。
そ
の
合
計
を
第
一
＿
画
に
於
い
て
縦
軸
OYz
に
相
應
す
る
横
軸
＞
に
取
る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
第
一
品
国
の
横
軌

y
 

1

0

 

v
>
を
得
る
。
そ
れ
ら
の
黙
を
結
ぶ
曲
線
＞
を
得
る
。

y

l

y

o

v

 

用
曲
線
で
あ
る
。

此
曲
線
の
代
数
學
的
表
現
に
就
い
て
考
へ
よ
う
。
今
似
り
に
、
個
人
I
が
貨
幣

枇
xl
を
所
有
し
て
、
之
を
以
て
各
享
業
財
を
購
入
す
る
と
す
る
、

I
は
Xl
を
以
て

各
種
の
財

y
z

x 

是
が
貨
幣
の
一
般
的
妓



ー

十

d
x
,ー
街

y
十
妥
z
+
·
…
…
•
…

方
程
式
⑥
に
よ
り
て
明
か
な
る
如
く
、
各
財
へ
の
貨
幣
の
支
出
額
の
限
界
箪
位
は
、
Oxy

、axz

m
 
x
 

••••••••••• 

へ0

が
故
に
、
全
個
の
貨
幣
額

XI
の
最
後
に
支
彿
は
れ
る
部
分
即
ち
限
界
箪
位
は
次
の
如
く
構
成
さ
れ
る
。

而
し
て
、
各
財
に
闘
す
る
貨
幣
の
特
殊
限
界
奴
用
は
夫
々
例
で
あ
る
が
故
に
、
全
開
額
の
限
界
箪
位

dxl
の
持
つ
妓

用
は

ma
で
あ
る
。
然
し
た
が
ら
、
そ
れ
は
更
に

m
個
に
小
分
さ
れ
る
が
故
に
、
此
の
罪
位
の
一
般
的
限
界
妓
用
も

亦
例
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
、
貨
幣
祉
が
血
だ
け
添
加
さ
れ
た
と
す
る
。
之
に
よ
り
て
、
個
人
1
は
各
財
を
買
進
み
、
各
財
の
購
入
渥

X
y
+
X
z
+
 
••••.••••••• 

1
1
X
1
 

各
支
出
額
の
綿
計
は
一
定
の
貨
幣
額
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

X
y
1
1
P
y
 (
y
|
y
o
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貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

X
z
=
 P
N
(
y
|
y
o
)
 

夫
々

(
yー

y
o
)
,
(
zー
y
o
)
,
•
…
；
・
・
・
・
・
；
で
あ
る

3

故
に
そ
れ
ら
の
各
項
は
凡
て
正
で
あ
る
。
従
つ
て
、

(

8

)

 

で
あ
る

(

7

)

 

そ
れ
等
の
項
と
賞
該
財
の
債
格
と
の
積
は
各
財
へ
の
支
出
額

x
y
X
z
:
…
・
:
・
…
で
あ
る
。
即
ち
次
式
が
成
立
す
る
。

今
は
賣
る
べ
き
財
に
闘
し
て
は
暫
時
考
慮
を
は
ら
は
な
い
が

れ
ら
の
財
の
交
換
前
の
所
有
擾
を

Y
o
z
o
:
．．．． 

と
す
れ
ば
、
交
換
前
と
交
換
後
と
間
に
菱
化
せ
る
各
財
の
敷
並
は

第

四

巻

ニ四

第

二

琥
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四



り
3

而
し
て
、
血
の
持
つ
放
用
は

w
で
あ
り
、

m
 

そ
の
限
界
妓
用
は
例
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
増
分
dx
が

添

加

さ
れ
る
毎
に
、
そ
れ
は
前
述
の
如
く
に
各
財
に
方
程
式
⑥
が
満
さ
れ
る
や
う
に
分
割
支
出
さ
れ
、
共
限
界
炊
用
は

5

…
…
・
：
と
な
る
。
か
く
の
如
く
し
て
決
定
さ
れ
る
貨
幣
の
一
般
的
限
界
奴
用
は
、
各
財
の
交
換
前
の
所
有
椛

Yozo

…
•
…
…
•
•
と
、
購
入
餘
力
X

と
の
函
数
で
あ
る
。

自
己
に
取
り
て
直
接
妙
用
を
持
つ
財
を
自
か
ら
牛
産
せ
ナ
、
之
を
凡
て
生
産
者
よ
り
買
入
れ
る
。

力
は
自
己
に
直
接
奴
用
を
持
た
ざ
る
財
を
生
産
者
に
賣
る
こ
と
に
よ
り
て
獲
得
す
る
。
）

い
て
は
、
方
程
式
⑥
に
参
加
す
る
と
こ
ろ
の
消
費
財
の
所
有
輩
は
零
で
あ
る
。
従
つ
て
、
貨
幣
の
一
般
的
限
界
妓
．

用
は
賭
入
餘
力
の
み
の
函
敷
で
あ
る
。
購
入
餘
力
を
X
と
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

穿
y
＋
妥
z
＋
…
•
…
•
…

•
=
d
X
2

d
y
 P
y
1
1
0
x
y
,
d
z
 P
N
I
I
0
x
z
 

併
し
た
が
ら
、

食
N
(
z
+
d
z
)

1
 

1
 

P
N
 

…

・
:
1
1℃
‘y 
(
y
+
d
y
)
 
-

P
y
 

゜`ぶ2

さ
れ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
次
の
閥
係
式
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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巻

は
増
加
さ
れ
る
。
従
つ
て
、
各
財
へ
の
支
出
額
も
亦
増
加
さ
れ
る
J

此
の
場
合
に
も
、
尚
極
大
満
足
の
法
則
が
滴

現
代
経
清
組
織
の
下
に
於
け
る
消
費
者
は
、

従
つ
て
、

三
一
五

第
1

一
却

（
此
の
購
入
餘

交
換
前
に
於

(
8、
)

(
6、
)

八
五



貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

貨
幣
の
一
般
的
奴
用
曲
線
は
享
業
財
の
放
用
曲
線
に
し
て
選
降
的
で
あ
る
限
り
、

（
而
し
て
、
そ
れ
は
現
賓
に

於
い
て
肯
定
さ
れ
る
）
必
す
逓
降
的
で
あ
る
。
貨
幣
の
一
般
的
限
界
妓
用
は
貨
幣
贄
（
購
入
餘
力
）
の
増
加
と
共

に
選
減
す
る
。
貨
幣
の
特
殊
妓
用
曲
線
は
前
述
の
如
く
、
裳
該
特
定
財
の
限
界
放
用
曲
線
か
ら
導
出
さ
れ
る
J

即

ち
、
後
者
の
始
預
獣
の
し
ル
が
前
者
の
始
褻
黙
で
あ
り
、
後
者
の
終
止
黙
の
P
倍
が
前
者
の
終
止
黙
で
あ
る
。

の
こ
と
か
ら
次
の
闘
係
が
生
す
る
C

債
格
I
で
あ
る
と
こ
ろ
の
財
に
闘
す
る
貨
幣
の
特
殊
放
用
曲
線
は
、
嘗
該
財

の
限
昇
奴
用
曲
線
と
合
致
す
る
。
始
寝
勘
、
終
止
幽
及
曲
線
の
姿
に
於
い
て
C

憤
格
が
1
よ
り
も
大
な
る
財
に
閥

し
て
は
｀
前
者
は
後
者
よ
り
も
傾
斜
緩
で
あ
る
。
憤
柊
が
I
よ
り
も
小
な
る
財
に
闘
し
て
は
、
前
者
は
後
者
よ
り

も
傾
斜
急
で
あ
る
。
貨
幣
の
計
算
箪
位
の
取
り
方
は
恣
意
的
で
あ
る
e

心
征
つ
て
、
今
ま
で
の
論
述
で
既
知
数
で
あ

る
と
こ
ろ
の
凡
て
の
財
の
債
格
が
、
最
小
値
の
も
の
が
1
又
は
そ
れ
よ
り
も
大
な
る
や
う
に
、
貨
幣
の
計
算
箪
位

を
選
べ
ば
、
慣
格
I
な
る
財
に
闊
す
る
貨
幣
の
特
殊
妓
用
曲
線
は
裳
該
財
の
限
界
妓
用
曲
線
と
合
致
す
る
が
、
他

の
凡
て
の
財
に
闘
，
し
て
は
、
前
者
は
後
者
よ
り
も
傾
斜
緩
で
あ
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
の
一
般
的
妓
用
曲
線
は
一
―

の
財
の
限
界
妓
用
曲
線
は
固
よ
り
、
貨
幣
の
一
一
の
特
殊
炊
用
曲
線
よ
り
も
、
傾
斜
極
め
て
緩
で
あ
る
。
貨
幣
の

計
算
凱
位
の
選
み
方
が
さ
う
で
は
な
く
て
、
あ
る
財
の
憤
格
は
I
よ
り
も
大
に
、
れ
る
財
の
債
格
は
I
よ
り
も
小

V
=
 F
 (
x

)

 

節

四

巻

二
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9
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8) 2阻］の償格を有する財の憤格は、貨幣の計算箪位を 1闘とすれば 2に

て表示される、 10錢を箪位とすれは20. 1錢を箪位とすれば200と表示
されるが如し。



な
る
や
う
に
、
或
は
、
凡
て
の
財
の
債
格
が
1
よ
り
も
小
た
る
や
う
に
、
貨
幣
の
計
算
箪
位
を
定
め
た
と
し
て
も

殆
ん
ど
無
限
の
用
途
を
有
す
る
貨
幣
の
一
般
的
奴
用
曲
線
は
、

の
特
殊
妓
用
曲
線
よ
り
も
、
傾
斜
極
め
て
緩
で
あ
る
3

何
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
貨
幣
の
一
般
的
放
川
曲
線
は
逓
降

的
に
し
て
、
そ
の
傾
斜
極
め
て
緩
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
の
一
般
的
放
用
曲
線
の
濁
曲
度

flexibility

ヽ
~

P

が
貨
幣
研
X

の
凡
て
の
値
に
就
い
て
殆
ん
ど
~
に
近
い
。

（
 

゜

近
い
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
、
私
は
今
ま
で
の
論
述
に
於
い
て
、
凡
て
の
財
の
債
格
を
典
へ
ら
れ
た
も
の
、
確
定
さ
れ
た
も
の
と
考
へ

て
来
た
。
然
る
に
、
現
宵
に
於
い
て
は
債
格
は
確
定
的
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
愛
動
常
た
き
も
の
で
あ
る
。
更
に
、

静
態
の
成
立
條
件
を
考
ふ
る
時
に
は
、
債
格
は
未
定
の
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
今
、
憤
格
確
定
の
條
件
を
取
除

い
て
考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

財
の
限
界
放
用
函
数
は
、
個
人
の
欲
望
朕
態
に
し
て
不
愛
な
る
限
り
、
不
轡
で
あ
る
。
静
態
に
於
い
て
は
欲
望

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

d
F
(
x
)
 

d
 x
 

• 

F(x) 

x
 

即
ち
、
方
程
式
⑨
に
閥
し
て
、

ー

P

d
l
o
g
F
(
x
)
 

d
l
o
g
x
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こ
の
こ
と
か
ら
貨
幣
の
限
界
妓
用
は
殆
ん
ど
常
数
に

(10) 
八
七

―
一
の
財
の
奴
用
曲
線
は
固
よ
り
、
貨
幣
の
一
―

9) R. _Frisch New.methods of measuring marginal utility. 1932. p. 15. 
10)高田保馬博士、糎済原論 75頁



貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

――-
r
八

朕
態
は
不
雙
と
考
へ
る
。
従
つ
て
、
財
の
放
用
函
敷
も
不
愛
で
あ
る
。
然
る
に
、
そ
れ
と
債
格
と
よ
り
導
川
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
、
貨
幣
の
時
殊
奴
用
函
敷
及
こ
れ
の
綜
合
と
し
て
決
定
さ
れ
る
一
般
奴
用
函
数
は
、
財
の
放
用
函
敷

が
一
定
不
愛
で
あ
る
と
し
て
も
、
債
格
に
し
て
礎
化
す
る
限
り
、
賞
然
に
菱
化
す
る
。
勿
論
、

債
格
は
或
は
膀
責
し
或
は
下
落
す
る
。
そ
の
結
果
、
債
格
の
斐
動
が
相
殺
さ
れ
て
、
貨
幣
の
一
般
的
奴
用
函
数
は

殆
ん
ど
或
は
全
く
焚
化
し
な
い
こ
と
も
あ
ら
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

現
賓
に
於
い
て
は

そ
れ
は
今
の
所
問
題
で
は
な
い
。
私
は
静
態

債
格
成
立
根
掠
と
し
て
の
貨
幣
妓
用
函
敷
を
考
察
す
る
。
憤
格
決
定
の
問
題
に
立
入
る
前
に
は
｀
財
の
債
格
組
織

は
一
應
未
定
の
も
の
と
考
へ
て
出
痰
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
憤
格
紺
織
は
均
衡
を
決
定
す
る
凡
て
の
條
件
に
よ
り
て

決
定
さ
れ
る
。
そ
の
條
件
の
性
質
に
よ
り
て
は
如
何
様
に
て
も
定
ま
り
得
る
。
憤
格
紐
織
の
動
き
得
る

っ
た
と
仮
定
す
る
。
之
を
P
に
て
示
す
。
憤
格
組
織
P
に
應
じ
て
、
個
人
ー
に
於
け
る
貨
幣
の
詣
の
特
殊
奴
用
函

敷
が
定
ま
り
、
そ
れ
に
よ
り
て
一
般
的
奴
用
函
敷
が
定
ま
る
，
債
格
組
織
が
別
の
値
P
を
取
る
と
、
そ
れ
に
應
じ

て
、
貨
幣
の
特
殊
放
用
函
数
、
従
っ
て
、

一
般
的
妓
用
函
敷
が
一
茂
的
に
愛
化
す
る
。
而
も
、
斯
く
し
て
、
債
格

組
織
P
が
愛
化
す
る
に
つ
れ
て
、
貨
幣
の
特
殊
奴
用
函
敷
（
方
程
式
向
的
）
は
営
該
財
睛
入
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣

量

xxi
．．．．．． 

の
み
を
獨
立
愛
数
と
し
、
一
般
的
妓
用
函
敷
⑱
は
睛
入
餘
力
X
の
み
を
獨
立
斐
数
と
し
た
の
で
あ

r
a
u
m
の
範
園
は
い
は
ば
無
限
大
の
幅
を
持
つ
。

今
、
此
の
無
限
に
多
数
た
る
債
格
組
織
の
中
よ
り
、

一
が
定
ま

第

四

巻

第
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一
撃
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V
=
 F
 (X. P
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計
的
見
解
に
燭
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
に
立
入
る
餘
裕
を
持
た
ぬ
。
機
會
を
更
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
か
く
の
如
く
し
て
貨
幣
の
一
般
的
限
界
妓
用
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
財
の
憤
格
一
般
の
決
定
に

は
如
何
な
る
闘
係
を
持
つ
か
。
財
の
需
要
に
は
そ
の
反
面
貨
幣
の
供
給
が
釘
應
す
る
（
貨
幣
続
洒
に
謁
す
る
限

り
）
。
而
し
て
、
財
の
需
要
を
決
し
、
併
せ
て
貨
幣
の
供
給
を
決
定
す
る
た
め
に
は
需
要
す
る
材
の
・
モ
観
的
憤
仙

と
、
供
給
す
る
貨
幣
の
主
観
的
債
値
と
が
極
め
て
軍
要
な
る
役
割
を
持
つ
。
技
で
主
観
的
慎
値
と
は
限
界
妓
用
の

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

技
で
、
貨
幣
の
限
界
奴
用
の
側
定
に
闘
す
る
、
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次
式
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成
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す
る
。
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る
が
、
今
や
、
前
者
に
於
い
て
は
常
該
財
の
憤
格
を
、
後
者
に
於
い
て
は
憤
格
組
織
P
を
獨
立
焚
敷
と
し
て
加
ヘ

ね
ば
な
ら
ぬ
U

か
く
し
て
．

(
5
、、)

・ 11) R. Frisch. ditto 
12) J F;s¥er. Economic essays. contributed in honar of I. B. 
Clark 1927. 
13) A Hilimovic, Ein Versuch der Bemessung des Grenznuzens. 
Zeitshrift fiir Nationalokonomie B blv. Hcft 2. 
14) R. G. D Allen On the Marginal Utility of many and its Appli-
cation Economica, Nc, 40 1933. 

註盲極大の法則の支配の下に成立するところの貨幣の一般的放用函数（方荏

式9'）は、財の債格組級及贈入餘力に闘する一 1次の同次函数である。



て
、
貨
墜
り
数
錆
は
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
は
た
く
し
て
、

故
に
個
人
が
持
つ
償
値
又
は
限
界
放
用
そ
の
も
の
と
い
ふ
も
妨
げ
な
い
。
更
に
又
、
今
ま
で
は
個
人
の
消
費
に
向

消
費
者
は
自
己
の
持
つ
財
を
賣
る
事
に
よ
っ
て
、

一
定
の
貨
幣
額
を
獲
得
し
、

需
要
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
3

而
し
て
貨
幣
の
此
の

需
要
に
は
反
面
、
必
然
的
に
財
の
供
給
が
封
應
す
る
。
消
費
者
の
供
給
す
る
財
が
、

直
接
放
用
な
き
場
合
に
は
、
そ
の
財
は
岡
有
の
主
観
的
債
値
を
持
た
ぬ
、
そ
れ
を
志
只
り
て
獲
得
さ
れ
る
貨
幣
の
主

観
的
憤
値
の
反
映
を
有
す
る
に
す
ぎ
ぬ
。
従
っ
て
、
典
件
の
不
髪
を
仮
定
す
る
と
こ
ろ
の
際
態
経
清
に
就
い
て
見

る
な
ら
ば
、

か
L
る
財
の
仇
給
最
は
所
有
董
と
一
致
す
る
。
事
柄
は
極
め
て
簡
鍬
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
消
費

者
が
低
給
す
ろ
財
に
直
接
の
放
用
を
認
め
、
財
が
岡
有
の
主
観
的
債
値
を
持
つ
場
合
に
は
貨
幣
の
需
要
を
決
定
す

る
た
め
に
は
、
需
要
す
る
貨
幣
の
、
モ
観
的
債
値
と
供
給
す
る
財
の
主
観
的
債
値
と
が
、
主
要
な
ろ
役
目
を
持
つ
。

財
の
需
要
を
決
定
し
、

反
面
に
は
貨
幣
の
供
給
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
需
要
す
る
財
の
主
観
的
憤
値
即
ち
限

界
妓
用
と
、
供
給
す
る
貨
幣
の
一
般
的
限
界
奴
用
と
が
等
し
い
と
云
ふ
條
件
が
満
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貨
幣
の
需

要
を
決
定
し
、
反
面
、
財
の
供
給
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
需
要
す
る
貨
幣
の
一
般
的
限
界
妓
用
と
、
供
給
す
る

財
の
限
界
妓
用
と
が
等
し
い
と
云
ふ
條
件
が
満
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
貨
幣
は
一
方
に
於
い
て
需
要
さ
れ

け
る
べ
き
貨
幣
麓
即
ち
購
入
餘
力
を
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
た
。

貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

-=―
1
0
 

之
を
購
入
餘
力
と
す
る
。

第

四

巻

そ
の
個
人
に
取
り
て
何
等
の

従
っ

併
し
な
が
ら
｀
賓
際
は
さ
う
で
は
な
い
。

第

二

競

九

〇

従って奮次式が成立する。 (Allen,ditto・P. 188) 

I F(ヽX,入p)= F(ヽX, 入PY,入pz,・ ・ ・ ・) = ~ F(X. py, pz、..)
,¥ 



貨
幣
の
眼
界
放
用
と
債
格
一
般

N
x
1
1
P
a
 (aoー

a
)

＋
P
b
(
b
o
|
b
)

＋
…
…
川
し
P
a
(
a
oー

a
)

均
衡
に
於
い
て
は
節
約
は
行
は
れ
ぬ
。
従
つ
て
貨
幣
の
供
給
と
需
要
と
は
相
等
し
い
。
従
つ
て
、
次
式
が
成
立
す

貨
幣
の
需
要
祉
N
X
は
次
式
に
て
示
さ
れ
る
。

A
x
1
1
P
y
 (
yー

y
o
)
+
・
p
N
(
N
I
N
o
)

＋

第

四

巻

川

と
)
y
(
yー

y
o
)

第

二

筑

九
(13) 

(
1
2
)
 

他
方
に
於
い
て
供
給
さ
れ
る
が
、
最
大
満
足
の
法
則
が
満
さ
れ
る
為
に
は
、
需
要
す
る
貨
幣
の
一
般
的
限
界
放
用

と
供
給
す
る
貨
幣
の
一
般
的
限
界
放
用
と
が
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
、
次
式
が
成
立
す
る
。

1
 

1
 

...... |

l
で
‘
y
(
y
)
1
1
1
で
‘
N
(
N
)
1
1
…
…
…
•
•
•

P
y
 

P
z
 

へ0

今
此
方
程
式
を
満
す
愛
数
の
数
値
、
即
ち
交
換
後
に
所
有
す
ぺ
き
各
財
の
数
”i星
を
夫
々

y
z•••••• 

交
換
前
に
所
有
す
る
各
財
の
数
拭
を
夫
々
Y
o
z
o

..... .
 

で、

m
(m) 

1
 

P

m

 

m
と
し
、

mo
と
す
れ
ば
、
交
換
に
依
り
て
受
授
さ
れ
る
撮
は

(
yー

y
o
)
,
 
(
zー

z
o
)
,
.... ,
•
…
••
•A
(
m
1
m
o
)で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

正
の
項
は
買
入
飛
、
負
の
項
は
賣
渡
提
で
あ

る
。
蓋
し
、
方
程
式
⑥
又
は
ば
に
は
買
入
れ
た
る
財
の
み
が
参
輿
す
る
が
、
方
程
式
山
に
は
賣
叉
は
買
ふ
財
が
共

に
参
典
す
る
か
ら
で
あ
る
。
X
Y
•
•
•
•
•
•
財
に
閥
し
て
正
の
項
で
あ
り
、

る
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の
供
給
祉
Ax
は
次
式
に
て
示
さ
れ
る
。

A
B
 •
•
•
•
•
•
財
に
闊
し
て
負
の
項
で
あ

口

(11) 



か
く
の
如
く
し
て
、
方
程
式
い
の
示
す
如
く
、
貸
幣
の
一
般
的
限
界
妓
用
を
仲
介
と
し
て
、
一
方
諸
財
の
需
要
と

供
給
と
を
決
定
し
、
他
力
に
貨
幣
の
供
給
と
需
要
と
換
言
す
れ
ば
、
個
人
に
於
け
る
貨
幣
流
通
を
決
定
す
る
。
か

く
し
て
、
貨
幣
の
一
般
的
限
界
奴
用
は
、

>·

を
決
定
し
、
他
方
に
於
い
て
、
同
じ
く
決
定
條
件
と
し
て
の
個
人
的
貨
幣
流
通
を
決
定
す
る
。

か
く
論
じ
来
れ
ば
、
か
う
云
ふ
非
難
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
。
財
の
債
格
組
織
を
決
定
す
る
た
め
に
は
財
の
需

妓
用
が
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、

要
及
供
給
函
敷
が
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
が
た
め
に
は
、
方
程
式

lll、の
示
す
如
く
、
貨
幣
の
一
般
的
限
界

そ
れ
が
た
め
に
は
、
財
の
債
格
組
緑
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
同
じ
こ
と
で
は
あ
る
が
、
他
方
面
か
ら
見
る
。
貨
幣
の
客
観
的
憤
値
即
ち
一
般
物
債
の
逆
藪
が
決
定
さ
れ

る
た
め
に
は
、
貨
幣
の
需
給
闊
係
即
ち
貨
幣
流
通
が
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
そ
れ
を
定
め
る
が
た
め

に
は
、
貨
幣
の
主
観
的
債
値
（
一
般
的
限
界
妓
用
）
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、
財
の

債
格
組
織
（
一
般
物
佃
）
が
輿
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
く
し
て
、
前
の
場
面
に
於
い
て
も
、
後
の
場
面
に
於
い
て
も

循
環
論
た
る
を
失
は
ぬ
と
。
こ
の
非
難
は
あ
り
さ
う
な
非
難
で
は
な
く
、
現
質
に
あ
る
非
難
で
あ
る
U

併
し
な
が
ら

る。

A
x
1
1
N
x
 

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

．
 

一
方
に
は
債
格
決
定
の
條
件
と
し
て
の
財
の
個
人
的
需
要
及
供
給
函
数

第

四

巻

(
1
4
)
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二
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九

15) F. Divisia. Fconomique rationnelle. P. 265. 



貨
幣
の
限
界
妓
用
と
債
格
一
般

第

四

巻

第

二

撃

九

そ
の
非
難
は
あ
た
ら
ぬ
。
多
く
は
函
敷
躁
係
に
依
る
相
互
依
存
的
決
定
を
理
解
せ
ざ
る
の
故
に
起
る
非
難
で
あ

ァ
イ
ゲ
ン
，
ペ
ル
ト

る
。
貨
幣
の
主
観
的
憤
値
（
一
般
的
限
界
奴
用
）
は
貨
幣
の
本
質
よ
り
し
て
、
同
有
憤
値
に
依
り
て
定
ま
ら
ぬ
。

そ
れ
は
、
前
述
の
如
く
、
貨
幣
が
交
換
の
用
具
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
依
り
て
窟
ら
す
と
こ
ろ
の
財
の
限
界
放

用
に
依
り
て
定
ま
る
。
従
ひ
て
、
財
の
限
界
放
用
は
、
そ
の
財
が
消
費
さ
る
べ
く
所
有
の
内
に
入
り
又
は
所
有
の

中
に
止
る
事
に
依
り
て
定
ま
る
。
貨
幣
の
そ
れ
は
異
る
。
貨
幣
が
財
の
交
換
の
た
め
に
個
人
の
所
有
を
離
れ
る
事

に
依
り
て
定
ま
る
，
節
約
の
行
は
れ
ざ
る
謡
態
に
あ
り
て
は
、
交
換
が
完
了
し
た
る
後
に
は
、
貨
幣
は
消
費
者
の

手
許
に
は
茂
ら
な
い
。
従
つ
て
、
方
程
式

mに
は
貨
幣
は
参
加
し
な
い
。
私
は
そ
れ
を
示
す
た
め
に
、
黙
線
を
用

ひ
た
。
若
し
、
交
換
の
完
了
し
た
る
後
に
も
貨
幣
が
茂
留
し
、
従
っ
て
、
方
程
式
い
に
貨
幣
が
参
加
す
べ
き
で
あ

る
な
ら
ば
、
明
に
循
環
論
の
外
何
物
で
も
あ
り
得
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
交
換
後
に
は
貨
幣
は
消
費
者
の
手
許
に

は
茂
ら
な
い
。

（
生
廂
者
の
手
許
に
復
師
す
る
。

生
産
者
の
立
場
に
就
い
て
は
今
は
考
慮
を
加
へ
な
い
。
）
従
っ

て
、
方
程
式
い
に
は
参
加
し
な
い
。
貨
幣
の
一
般
的
限
界
妓
用
が
財
の
需
給
（
そ
の
反
面
に
は
貨
幣
自
ら
の
給

需
）
を
指
導
す
る
の
は
、
終
局
的
交
換
に
至
る
べ
き
中
間
過
程
に
於
い
て
ゞ
あ
る
)
終
局
的
交
換
が
到
逹
し
て
方

程
式
切
が
成
立
す
る
一
歩
前
に
於
い
て
、
貨
幣
の
一
般
的
限
界
放
用
0

は、

財
の
需
給
闊
係
の
一
方
の
捩
所

た
る
べ
き
役
目
を
放
棄
し
て
後
退
し
、
謂
は
ゞ
、
影
の
存
在
と
な
る
。
か
く
し
て
。
何
れ
の
場
面
に
於
い
て
も
何

: 

16)節約の行はれる均合には＂節約の拭を決定するために別の條件が加へ
られる。従つて事柄の本貿には雙りはない。節約は何によりて決定さ

れるかの問題は槻合を更めて論じよう。



等
の
循
環
論
と
は
な
ら
ぬ
。

三
二
四

次
に
一
歩
を
進
め
る
。
貨
幣
の
一
般
的
限
界
奴
用
は
債
格
糾
織
土
睛
布
へ
餘
力
の
函
敷
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
の

内
部
的
闘
係
に
於
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
よ
い
。
併
し
た
が
ら
、
社
會
的
脳
係
に
於
い
て
は
、
貨
幣
の
側
か
ら
、

債
格
組
織
の
上
に
、
影
盛
を
及
ぽ
す
一
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
を
も
尚
考
慮
の
中
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
社

會
経
溝
に
於
け
る
貨
幣
の
購
買
力
、
従
つ
て
、

一
般
物
憤
の
上
に
作
用
を
及
ぽ
す
と
考
へ
ら
る
＼
流
通
貨
幣
麓
で

貨
幣
は
社
會
経
済
に
於
け
る
財
に
封
す
る
交
換
手
段
で
あ
る
。
社
會
に
於
て
交
換
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
貨
幣
址

は
、
市
場
に
持
出
さ
れ
る
財
の
総
縫
と
封
立
す
る
。
前
者
を
一
定
の
も
の
と
恨
定
す
れ
ば
、
財
の
練
批
と
到
立
す
る

貨
幣
の
謙
に
し
て
大
な
れ
ば
、
貨
幣
の
一
箪
位
と
交
換
せ
ら
れ
る
財
の
贅
は
小
な
る
べ
く
、

小
た
れ
ば
、
財
の
韮
は
大
と
な
る
J

そ
れ
を
逆
の
方
面
よ
り
云
へ
ば
、
前
の
場
合
に
は
財
の
憤
格
は
高
く
、
後
の

場
合
に
は
財
の
債
格
は
低
い
。
か
く
し
て
、
祉
曾
に
於
い
て
交
換
に
使
用
さ
れ
る
貨
幣
祉
の
大
さ
は
、
財
の
債
格

を
決
定
す
る
一
要
因
で
あ
る
。
唯
、
此
の
要
因
は
社
會
的
闘
係
に
於
い
て
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
個
人

的
内
部
脳
係
に
て
は
常
数
と
し
て
取
扱
ふ
を
得
る
。
従
っ
て
、
個
人
の
貨
幣
rD
一
般
的
放
用
函
数
に
は
焚
数
と
し

個
て
挿
入
せ
ざ
る
も
、

あ
る
。

又
貨
幣
の
漏
に
し
て

さ
し
て
大
な
る
誤
り
を
も
た
ぬ
。
個
人
に
於
け
る
貨
幣
の
供
給
祉
と
需
要
是
と
の
綿
計
は

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

第

四

巻

第

二

競

九

四



計
會
に
於
け
る
凡
て
の
個
人
0
の
同
董
を
練
計
す
る
と
社
會
に
於
け
る
貨
幣
の
総
供
給
椛
と
練
需
要
賛
の
総
計
に

社
會
に
於
け
る
貨
幣
の
綿
供
給
董
と
練
需
要
量
と
は
等

L
く
、
而
し
て
、
そ
の
和
は
計
會
に
於
い
て
交
換
に
使
用

さ
れ
た
貨
幣
量
Q
と
そ
の
流
涌
速
癖

r
の
積
の
二
倍
に
等
し
い
。
従
っ
て
、
次
式
が
沖
立
す
る
。

か
く
て
、
此
の
方
程
式
15
が
債
格
を
決
定
す
る
請
方
程
式
に
加
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
方
程
式
は
云
ふ
ま
で
も

な
く
、
並
日
通
に
交
換
方
程
式
と
云
は
る
＼
も
の

L
菱
形
に
す
ぎ
ぬ
。

私
は
背
つ
て
、
今
ま
で
均
衡
を
一
義
的
に
決
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
均
衡
方
程
式
紺
織
の
不
備

を
指
摘
し
て
、
方
程
式
向
の
加
は
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
明
に
し
た
。
そ
の
際
、
方
程
式
詞
の
替
り
に

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

）
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等
し
い
。
従
つ
て
、
次
式
が
成
立
す
る
。

A
x
+
N
x
1
1

し
P
y
(
yー

y
o
)

＋

し
P
a
(
a
oー

a
)

第

四

巻

個
人
に
於
い
て
賣
買
さ
れ
た
財
の
債
額
で
あ
る
。
従
つ
て
、
次
の
式
が
成
立
す
る
。

三
二
五

第

二

競

九

五

(
1
5
)
 

17)拙稔、一般均衡理論に於ける交換方程式の取扱に就いて。本誌第三巻
第三競。



き
や
、
方
程
式
⑱
を
加
ふ
ぺ
き
や
に
闘
し

貨
幣
の
限
界
放
用
と
償
格
一
般

た
る
方
程
式
を
加
ふ
べ
し
と
云
ふ
議
論
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
一
と
し
て
柴
田
敬
翠
士
の
所
説
を
も
考
慮
に

入
れ
て
、
そ
の
成
立
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
詳
論
し
た
。
然
る
と
こ
ろ
、
同
學
士
は
粗
策
至
極
の
卑
見
を
も
顧
み

ら
れ
、
経
漬
論
叢
第
三
十
七
巻
第
六
琥
に
貴
重
な
る
文
章
を
戴
せ
ら
れ
た
。
常
に
典
へ
ら
れ
る
學
問
的
刺
戟
は
云

は
す
も
が
な
、
此
の
貴
き
努
作
に
厚
く
惑
謝
の
意
を
捧
げ
る
。
然
る
と
こ
ろ
、
尚
納
得
の
行
か
ざ
る
黙
が
あ
る
と

し
、
二
に
は
同
學
士
の
高
数
を
仰
ぎ
た
い
。

一
般
的
交
換
が
行
は
れ
る
が
た
め
に
は

一
に
は
本
稿
の
題
目
を
一
搭
明
に

私
は
卑
見
を
叙
述
す
る
前
に
フ
ッ
シ
ャ
ア
の
方
程
式
組
織
の
批
判
か
ら
始
め
た
。
共
際
交
換
方
程
式
を
加
ふ
べ

女ll ヽ

フ
ッ
シ
ャ
ア
の
叙
述
に
疑
は
し
き
黙
あ
り
、
柴
田
學
士
の
云
は
れ
る

フ
ッ
シ
ャ
は
方
程
式
岡
を
組
紐
の
中
に
加
ふ
べ
し
と
云
ふ
見
解
を
持
つ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
次
の
結
果
と

な
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

一
方
に
は
X
財
（
貨
幣
）
の
債
格
を
未
知
数
と
し
て
取
扱
ひ
、
他
方
に
は
、

加
へ
ら
れ
た
方
程
式
に
於
い
て
、

X
の
憤
格
は
既
知
数
で
あ
る
が
故
に
、
自
家
撞
着
と
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
方

程
式
⑯
に
於
い
て
PX
は
が
既
知
数
で
あ
る
と
云
ふ
は
か
う
で
あ
る
。

般
的
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
が
必
要
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
貨
幣
の
貨
幣
に
依
h
て
表
現
さ
れ
る
憤
格
が
1

共
に
、
本
稿
の
題
目
に
闘
係
あ
る
が
故
に
、
故
に
重
ね
て
同
じ
問
題
を
論
じ
、

P
x
1
1
1
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で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
貨
幣
一
箪
位
に
等
し
い
と
云
ふ
事
で
あ
り
、

り
、
問
題
り
研
究
に
入
る
前
に
既
知
で
あ
る
。
か
う
云
ふ
意
で
論
じ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、

「
此
の
批
判
は
學
士
（
栗
村
）
が

P
x
1
1
1

な
る

―
つ
の
方
程
式
が
一
つ
の

方
程
式
で
あ
る
限
り
｀

Px
は
未
知
敷
で
あ
る
と
云
ふ
自
明
の
事
を
何
か
の
間
違
で
忘
却
さ
れ
た
事
に
由
来
す
る
も

の
と
思
ふ
」
。
併
し
な
が
ら
、
私
は
方
程
式
が
方
程
式
で
あ
る
限
0
、
未
細
敷
を
含
む
と
言
ふ
自
明
の
理
と
か
は

決
し
て
忘
却
し
て
は
ゐ
な
い
。
最
初
か
ら
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
寧
ろ
、
か
4
る
自
明
の
理
と
か
を
知
つ
て
ゐ

た
な
ら
ば
不
幸
と
思
ふ
で
あ
ら
う
。
方
程
式
と
は
何
を
言
ふ
か
。
ケ
ン
プ
リ
ッ
ヂ
の
ス
ミ
ス
に
聞
か
う
。

「

A
s
t
a
t
e
m
e
n
t
 
o
f
 t
h
e
 
equality 
o
f
 t
w
o
 algebraical 
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 
is 
called 
e
q
u
a
t
i
o
n
」。

私
の
座
右
に
あ
る
ク
リ
ス
タ
ル
な
ど
無
敷
に
見
出
さ
れ
る
。
1

一
の
代
敷
學
的
表
現
が
等
し
い
と
き
、
代
敬
學
的
文

字
と
記
琥
と
に
依
る
そ
の
叙
述
が
方
程
式
で
あ
る
。
方
程
式
に
は
二
種
の
も
の
が
大
別
さ
れ
る
。
含
ま
れ
た
る

0
p
e
r
a
n
d
s

に
闘
す
る
何
等
の
仮
定
な
く
し
て
、

含
ま
れ
た
る

O
p
e
r
a
u
d
s

が
特
殊
の
條
件
を
満
足
す
る
時
に
の
み
等
競
の
附
せ
ら
る
し
場
合
と
で
あ
る
。
前
の
方

程
式
を
、

e
q
u
a
t
i
o
n
o
f
 i
d
e
~
t
i
t
y

後
の
方
程
式
を
e
q
u
a
t
i
/
J
n

o
f
 c
o
n
d
i
t
i
o
n

と
云
ふ
。
普
通
に
は
後
者
と
岡
別

貨
裕
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

す
る
た
め
に
、
前
者
を

identity..lJ
云
ふ
。

第

四

巻

王

第

二

披

九

七

併
し
な
が
ら
前
者
と
て
も
方
程
式
な
る
を
失
は
ぬ
。
更
に
條
件
の

代
敷
の
法
則
の
應
用
に
依
り
て
等
琥
の
附
せ
ら
る
L

も
の
と
、

批
判
に
封
し
て
次
の
如
<
-言
は
れ
る
。

日
＜

そ
れ
は
自
明
の
理
（
論
理
的
自
同
律
）
で
あ

同
學
士
は
私
の
此

同
様
の
定
義
は

18) C. Smith, A. treatise on Algebra. 1888. p. 104. 
19) G. Chrystal, Algebra, 1926. p. 22. p. 282. 
20) G. Chrystal, ibid. p. 282. 



貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

方
程
式
に
就
い
て
も
、
未
知
敷
を
含
ま
ね
ば
た
ら
ぬ
と
云
ふ
事
は
奄
も
た
い
。
従
っ
て
、
學
士
の
私
に
な
さ
れ
た

る
前
掲
の
反
批
判
は
何
等
の
必
然
性
を
も
持
た
ぬ
。
更
に
會
フ
ッ
シ
ャ
ア
の
解
繹
に
闘
し
て
は
、
學
士
の
高
見
と

私
の
卑
見
に
は
可
成
の
径
庭
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
私
の
主
張
と
は
別
事
で
あ
り
得
る
が
故
に
抜
に

は
獨
れ
な
い
。

次
に
、
私
は

P
x
1
1
1

を
以
て
貨
幣
の
憤
格
（
債
格
は
凡
て
貨
幣
に
依
り
て
表
現
さ
れ
る
）
を
1
で
あ
る
と
す

る
見
解
及
び
貨
幣
を
債
格
又
け
債
値
箪
位
と
し
て
選
ぶ
事
の
表
現
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
吟
味
し
、
そ
の
何
れ
も

成
立
し
難
＃
所
以
を
明
に
し
た
。
此
雨
の
見
解
の
甑
別
を
無
意
義
と
さ
れ
る
柴
田
學
士
の
所
論
に
も
拘
は
ら
す
、

私
は
此
の
二
表
現
は
本
質
的
に
異
る
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
私
の
議
論
の
本
筋
と
闘
す
る
事
厚
か
ら
ざ

る
が
故
に
立
入
ら
な
い
。
私
は
前
の
見
解
を
採
る
た
ら
ば
、
そ
の
見
解
は
意
味
を
な
さ
ぬ
、
後
の
見
解
を
採
る
な

は
1
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

ら
ば
、
此
の
見
解
の
此
の
方
程
式
に
依
り
て
意
味
せ

L
め
ん
と
す
る
事
は
他
の
方
面
に
於
い
て
既
に
表
現
さ
れ
て

②
 

ゐ
る
が
故
に
、
此
方
程
式
を
加
へ
る
必
要
は
た
い
こ
と
を
論
じ
た
。
仮
り
に
、
同
學
士
の
云
は
れ
る
如
く
、
「
憤

③
 

格
を
債
値
箪
位
た
る
財
の
祉
を
以
て
言
ひ
あ
ら
は
さ
れ
た
る
憤
値
」
な
る
意
味
に
用
ひ
る
な
ら
ば
、
貨
幣
の
債
格

ァ
＿
れ
は
物
は
そ
れ
自
開
に
等
し
い
と
云
ふ
論
理
的
自
同
律
の
表
現
で
あ
っ
て
、
同
學
士

も
言
は
れ
る
如
く
そ
れ
こ
そ
自
明
の
事
柄
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
自
明
の
事
柄
で
あ
る
が
故
に
、
均
衡
方
程
式

第

四

巻

三
八

第

二

就

九

八

21)柴m隊士、一般必1衡論と交換方程式、網済論叢第37巻第六戟140頁
22)私はその際畜貨幣の債値又は1賃格標準としての被能は貨幣の非本質的
横能ではない。従つてそれを Explicitly に表現する必要はないと論
じたのであるが＂私の論斯は行きすぎである。貨幣の債格箪位として
の機能を本質的機能ならずとする貼を取消して匠きたい。しかしそれ

に依りて私の議論は意義を失はない。そのまま成立する。此の国けに闘

し畜東京商科大學中山伊知郎数授は私信を以て数示された。深く感謝

を捧げる。



と
た
り
、
此
の
方
程
式
を
示
す
に
、
方
程
式
い
を
以
て
す
る
。
か
く
し
て
、
方
程
式
圃
は
方
程
式
⑰
の
上
に
立
て

に
闘
す
る
何
等
の
仮
定
な
く
し
て
常
に
成
立
す

ら
れ
て
ゐ
る
，
然
る
に
、
方
程
式

mは
含
ま
れ
た
る

o
p
e
r
a
n
d

る
と
こ
ろ
の
恒
等
の
方
程
式
で
あ
る
。
恒
等
の
方
程
式
は
聯
立
方
程
式
（
均
衡
方
程
式
組
緑
は
正
に
聯
立
方
程
式

で
あ
る
）
の
解
を
得
る
た
め
の
根
本
方
程
式
と
は
な
ら
ぬ
。
然
る
が
故
に
、
方
程
式
岡
は
、
均
衡
方
程
式
組
織
の

か

訣
を
補
ふ
方
程
式
と
し
て
加
ふ
る
必
要
な
し
と
す
る
前
稽
の
卑
見
に
今
は
更
に
l
方
程
式
を
以
て
鋏
を
補
ふ
も
解

を
得
る
事
は
出
来
た
い
と
い
ふ
積
極
的
否
定
論
を
加
へ
る
事
が
出
少
い
る
。
か
く
て
、
方
程
式
15
を
以
て
鋏
ヤ
補
ふ
と

云
ふ
の
が
、
前
稿
の
私
の
根
本
主
張
で
あ
る
。
而
し
て
不
足
方
程
式
は
方
程
式
岡
を
以
て
柚
ふ
べ
し
と
な
さ
れ
た
同

貨
幣
の
限
界
妓
用
と
債
格
一
般

Oc 
X I H 

II 

.... 

節

四

巻

三

九

第

二

院 (
1
8
)
 

九
九

23)柴田序士前掲論文 140頁

と
な
り
、
此
の
方
程
式
の
左
邊
を
右
邊
に
て
割
れ
ば
、

Q
x
1
1
Q
x
 

(
1
7
)
 

組
織
に
加
ふ
べ
し
と
は
断
じ
ら
れ
な
い
。
同
學
士
の
意
昧
に
於
い
て
債
格
1
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
、
貨
幣
蹴
位
が

こ
4
に
一
個
だ
け
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
く
、
同
學
士
の
云
は
れ
る
如
く
、
貨
幣
一
箪
位
は
貨
幣
一
箪
位
に
等

し
い
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
、
之
を
方
程
式
に
表
示
す
れ
ば
、



の
前
提
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」
ま
づ
そ
の
誤
謬
は
、

貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

弗
士
の
萄
見
に
拘
は
ら
す
、
「
貨
幣
の
憤
格
Px
な
る
も
の
を
―
つ
の
未
知
敷
と
し
て
方
程
式
組
織
の
中
に
取
入
れ
る

ー

事

l
そ
の
結
果
は
↑
な
る
方
程
式
が
上
述
の
意
味
に
於
い
て
附
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
た
る
の
で
あ
る
が

p
 

ー
が
適
営
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
っ
て
、
私
は
そ
れ
を
不
適
帝
国
L
ー
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
の
學
士
の

Q
 

新
見
解
を
痰
見
す
る
に
至
り
、
前
稿
の
卑
見
の
消
極
的
部
分
と
一
致
せ
る
を
知
る
こ
と
を
慶
ぶ
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
私
は
新
し
く
加
へ
ら
れ
た
方
程
式
麻
に
於
い
て
、
貨
幣
流
通
速
度

r
は
静
態
経
清
の
凡
て
の
條
件
に
依
て

一
義
的
決
定
的
数
値
を
採
る
が
故
に
、
絃
で
は
未
知
敷
を
し
て
取
扱
ふ
必
要
は
な
い
と
論
じ
た
し
故
に
も
、
貨
幣

流
涌
速
度
を
未
知
数
と
さ
れ
る
柴
田
同
摩
士
と
の
間
に
意
見
の
封
立
が
あ
る
が
同
學
士
は
そ
の
獣
に
は
闊
れ
て
ゐ

ら
れ
な
い
。
そ
の
際
、
貨
幣
の
流
通
速
度
の
策
定
に
閥
す
る
私
見
を
も
併
せ
述
べ
た
が
、
此
の
黙
に
批
判
を
加
ヘ

ら
れ
る
J

ー

、＜
 

一
こ
~
 

一
開
を
た
す
過
程
で
あ
る
。
」
従
っ
て
、

第

四

巻

-＝-――
1
0
 

「
此
の
黙
に
於
け
る
、
モ
張
は
一
の
談
謬
を
含
む
で
ゐ
る
の
み
な
ら
中
、
全
儒
を
許
さ
れ
難
き
一

「
元
来
一
阿
の
貨
幣
の
流
通
は
一
方
の

主
個
か
ら
見
れ
ば
販
賣

(
W
-
G
)
で
あ
り
、
相
手
か
ら
見
れ
ば
購
買

(
Gー

W
)
で
あ
る
。
即
字
1
8
た
る

「
そ
の
一
個
人
の
闘
す
る
も
の
の
み
を
敷
へ
よ
う
と
す
れ
ば
、

の
相
手
の
過
程
を
取
り
去
つ
て
後
に
凌
る
も
の
即
ち
貨
幣
流
通
の
半
分
二
つ
、
即
ち
一
回
の
貨
幣
流
通
に
等
し
ま

幻

も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
従
っ
て
、
私
（
栗
村
）
が
個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
を
二
と
し
た
事
は
「
誤
り
で

第

二

琥

そ
れ
等

1
0
0
 

24)柴田序±、一般的均衡骰系と交換方程式鯉涜論叢筍33巻第3披 83頁
25)柴田隊・--1:、一般均衡論と交換方程式 140頁
26)拙稿奮前掲論文、 143-150頁

27)柴rn厚士.一般均衡論と交換方程式 141頁
28)柴「ll學i:、一般均衡論と交換方程式142-143頁



貨
裕
の
限
柑
放
川
と
債
格
一
般

あ
る
」
と
さ
れ
る
。
學
士
の
前
半
の
叙
述
は
正
し
い
。
私
と
て
も
、

い
。
併
し
な
が
ら
、

と
考
〈
ら
る
、
こ
と
は
解
消
す
る
筈
で
あ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
と
て
私
の
理
論
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
な
る
ほ

ど
個
人
に
於
け
る
流
通
速
度
を
二
と
す
る
こ
と
は
二
重
計
算
と
な
る
如
く
思
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
社
會
に
於

け
る
凡
て
の
個
人
の
か
く
し
て
計
算
さ
れ
た
個
人
的
流
涌
速
度
を
加
軍
平
均
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
表
見
上
談
謬

一
見
極
め
て
明
な
る
如
く
思
は
れ
る
貨
幣
流
涌
速
度
の
算
定
は
極

め
て
複
維
で
あ
る
。
私
は
前
掲
論
文
疲
表
の
後
而
し
て
柴
田
學
土
の
「
一
般
均
衡
論
と
交
換
方
程
式
」
を
蔽
ま
ざ
る

前
に
流
通
速
度
に
闘
す
る
獨
立
の
論
文
を
発
表
し
た
。
勿
論
寡
讀
の
私
の
努
作
で
あ
る
。
凡
て
の
算
定
法
を
網
羅

し
た
と
は
云
へ
ぬ
が
、
そ
の
大
要
は
分
る
人
思
ふ
。
而
し
て
、
私
の
「
一
般
均
衡
理
論
に
於
け
る
交
換
方
程
式
の

取
扱
に
就
い
て
」
に
於
け
る
論
述
が
特
殊
の
條
件
の
下
に
於
い
て
の
み
成
立
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
明
に
し
て

置
い
た
＂
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。
私
の
論
述
の
必
す
し
も
誤
り
な
ら
ざ
る
事
が
分
る
で
あ
ら
う
。
柴
田
學
士
は
拳

例
し
て
私
の
主
張
の
誤
り
な
る
こ
と
を
立
論
せ
ん
と
せ
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、

張
の
そ
れ
と
は
異
る
。
従
っ
て
、
私
の
主
張
の
反
證
と
は
な
ら
ぬ
。

更
に
一
歩
を
進
め
る
。
貨
幣
の
敷
"
-
星
（
交
換
に
参
典
す
る
）
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
。
そ
の
問
題
は
静
態
に

於
け
る
債
格
決
定
に
取
り
て
極
め
て
煎
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
就
い
て
私
は
極
め
て
概
略
的
に
私
見
を
開
陳
し
た
。

私
は
そ
れ
を
二
の
典
型
的
た
る
場
合
に
分
け
て
論
じ
た
。

第

四

巻

策
―

―
披

1
0
 

一
は
金
本
位
制
度
の
場
合
、
1

i

は
紙
幣
本
位
の
場
合
。

そ
れ
を
忘
却
し
て
推
論
と
し
た
の
で
は
な

そ
の
例
の
前
提
條
件
と
私
の
主

28) till稿債格決定渋梢に於ける貨幣流洒速度、本誌第3巻第、？賊



貨
幣
の
限
界
放
用
と
債
格
一
般

•>

「
よ
り

此
の
一
一
に
分
け
て
考
察
し
た
の
は
、
財
の
債
格
組
織
決
定
に
主
要
な
る
役
目
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
貨
幣
数
量
が
、

一
一
の
異
り
た
る
原
理
に
依
り
て
決
定
さ
れ
る
が
た
め
で
あ
る
。
貨
幣
指
圏
樅
説
は
紙
幣
本
位
の
み
に
通
用
す
る
理

向
で
は
な
い
。
金
本
位
に
も
尚
通
用
す
る
以
上
、
貨
幣
数
濯
の
決
定
に
異
り
た
る
原
理
の
支
配
す
る
二
の
典
型
的

の
場
合
に
寓
別
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
、

理
論
の
精
確
と
期
す
る
上
に
於
い
て
帝
自
然
の
こ
と
で
あ
る
3

複
雑
な
る
」
こ
と
を
以
て
避
く
べ
き
で
は
な
い
。

Q
の
決
定
に
闊
し
て
、
白
朕
す
れ
ば
私
は
餘
り
簡
箪
に
考
へ

て
ゐ
た
。
し
か
し
｀
其
の
後
考
察
を
廻
ら
す
に
、
可
成
に
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
闊
す
る
私
見
は
未
だ
纏

ら
ぬ
。
唯
明
な
る
こ
と
は
以
前
の
論
述
が
杜
撰
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
注
意
を
典
へ
ら
れ
た
柴
田
學

士
の
厚
意
を
謝
し
、
解
決
を
を
日
に
譲
る
事
を
許
さ
れ
た
い
。
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